
荒池緑地生きもの だより（冬）

２０２１年 NO.１４
荒池ふるさと

ＨＰ： http://araikefurusato.huruike.com/index.html

MAIL:  araikefurusatoclub＠mediacat.ne.jp

自然豊かな荒池緑地の魅力発信のため、
緑地内の生き物（動物・植物など）の情報を
お知らせします。

再び自粛の冬ダウンロード
印刷できま
す。

フユノハナワラビ

冬緑性シダ植物。
名の通り冬に出現
します。
「花」のような胞
子葉をつけます。
直径１ミリほどの

黄色い粒が胞子
が入っている胞
子嚢（ほうしのう）
です。

チョウセンカマキリ

ジャノヒゲ
キジカクシ科。
常緑多年草。
葉が細長く、花が

下向きで、花後
に

青い宝石のよう
な種子をつけま
す。

オオカマキリ

コガタスズメバチ 越冬新女王

オスバチと交尾した後，越冬場所に移動し、翌年の春（５月頃）ま
での半年以上の間，体内の脂肪を栄養に、長い越冬生活をおくり
ます。その越冬場所は倒木や土の中などです。

カマキリの卵のう

多くの卵が厚いスポンジ状の
ものに包まれ、中の卵を守り、卵
しょうともいいます。カマキリの
種類によって形が違います。


